
通
常
、
イ
ン
ド
哲
学
諸
学
派
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
知
覚
（
冒
騨
耳
鼻
闇
）
と
は
、
感
官
に
よ
る
直
観
で
あ
り
、
そ
こ
に
解
脱
智
は

含
ま
れ
て
い
な
い
・
し
た
が
っ
て
、
解
脱
智
す
な
わ
ち
出
世
間
的
直
接
知
覚
を
含
め
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
直
接
知
覚
は
、
イ
ン
ド
哲
学
史
に

お
い
て
『
三
－
ク
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
１
’
－
－
ク
な
体
系
が
確
立
し
た
の
は
、
学
派
間
の
対
論

の
盛
ん
に
な
る
六
世
紀
ご
ろ
で
あ
る
。
他
学
派
と
同
調
で
き
う
る
体
系
を
意
図
し
て
こ
の
体
系
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
他
学
派
の
知

覚
体
系
を
参
考
に
し
た
り
、
他
学
派
の
知
覚
か
ら
影
響
を
う
け
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
『
琉
伽
論
』
の
現
量
（
冒
胃
冨
庸
②
）
に
目
を
注
ぐ
と
、
世
間
現
量
、
清
浄
現
量
と
い
う
現
量
の
分
類
が
浮
び
あ

が
っ
て
く
る
・
世
間
現
量
ど
は
感
官
に
よ
る
世
間
的
な
知
覚
、
清
浄
現
量
と
は
出
世
間
的
な
知
覚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
認
識
論
体
系
に
お
い
て
、
直
接
知
覚
（
胃
騨
ご
農
闇
）
は
出
世
間
的
直
接
知
覚
と
世
間
的
直
接
知
覚
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

世
間
的
直
接
知
覚
と
は
、
感
官
に
よ
る
直
観
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
出
世
間
的
直
接
知
覚
と
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
阻
害

す
る
カ
ル
マ
が
減
し
た
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
る
解
脱
智
で
あ
り
、
そ
れ
は
雨
ぐ
巴
ゅ
（
完
全
智
）
、
日
四
国
騨
層
目
乱
司
》
（
他
心
智
）
へ
画
く
且
言
．

Ⅱ

（
超
直
観
智
）
で
あ
る
。
‐
ゞ
削

I

世
間
現
量
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『
瑞
伽
師
地
論
』
（
国
。
魁
８
国
‐
ｇ
自
己
》
ま
た
は
閨
。
彊
凰
与
曾
‐
匡
日
目
》
患
。
唱
。
胃
薗
‐
ｇ
胃
昌
）
は
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
境
・
行
・
果
を
明
ら

か
に
し
た
琉
伽
行
派
の
基
本
的
論
言
で
あ
り
、
三
○
○
１
ｔ
三
五
○
Ａ
．
Ｄ
・
ご
ろ
の
成
立
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
五
明
処
、
す
な
わ
ち

内
明
処
・
医
方
明
処
・
因
明
処
・
声
明
処
・
工
巧
明
処
の
五
つ
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
因
明
処
と
は
、
仏
教
論
理
学
の
こ
と
で
あ
り

『
琉
伽
論
』
第
十
五
巻
に
お
い
て
、
本
地
分
十
七
地
の
「
聞
所
成
地
第
十
」
の
三
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
因
明
は
、
諭
体
性
（
罰
目
騨
）
、

論
処
所
（
ご
且
目
言
百
国
息
）
、
論
所
依
（
ぐ
目
且
言
稗
冨
冒
）
、
論
荘
厳
（
ぐ
目
昌
四
目
園
国
）
、
論
堕
負
（
ぐ
豊
四
昌
鳴
騨
冒
）
、
論
出
離
（
ぐ
目
曾
昌
言
肖
自
騨
）
・

論
多
所
作
法
（
暑
豊
①
ｇ
冒
匿
３
号
胃
日
農
）
の
七
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
、
古
来
、
七
因
明
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

①

こ
の
七
因
明
に
つ
い
て
は
宇
井
伯
寿
博
士
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
シ
、
乏
葛
日
四
国
博
士
は
『
琉
伽
師
地
論
』
陣
竿

ぐ
巴
肉
：
ロ
ロ
目
』
（
声
聞
地
）
を
校
訂
中
に
、
因
明
処
が
含
ま
れ
て
い
る
の
昌
国
日
自
己
目
目
（
聞
所
成
地
）
の
断
片
が
混
入
し
て
い
る
こ
②

と
を
発
見
し
、
七
因
明
で
論
じ
ら
れ
る
項
目
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
、
漢
訳
を
附
し
て
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
七
因
明
の
内
容
研
究
に
つ
い
て
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
取
り
あ
げ
ら
れ
る
論
理
学
の
項
目
に
つ
い
て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宇
井
伯
寿
博
士
の
推
定
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
い
く
つ
か
を
訂
正
す

そ
こ
で
、
「
瑞
伽
論
』
に
お
け
る
現
量
を
検
討
し
、
世
間
現
量
、
清
浄
現
量
の
体
系
を
考
察
し
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
直
接
知
覚
と
の
類
似
性
２

を
さ
ぐ
る
こ
と
が
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
、
梶
山
雄
一
博
士
は
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
以
前
に
お
け
る
仏
教
知
識
論
の
形
成
を
論
述
す
る
論
文
の
一
節
に
『
琉
伽
論
』
の
論
理
学

③

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
博
士
は
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
『
ニ
ャ
ー
ャ
・
ス
ー
ト
ラ
』
『
方
便
心
論
』
『
解
深
密
経
』
と
比
較
し
な
が④

ら
七
因
明
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
論
理
学
に
近
づ
く
前
段
階
の
発
展
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
節
『
琉
伽
論
」
に
お
け
る
七
因
明



さ
て
、
こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
試
み
る
の
は
、
七
因
明
の
う
ち
の
現
量
（
目
色
ｑ
Ｐ
厨
曾
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
環
伽
論
』
の
七
因
明
に
説
か

れ
る
現
量
の
中
に
、
世
間
現
量
（
］
ｏ
言
‐
冒
鰯
ご
司
騨
厨
沙
）
、
清
浄
現
量
（
皆
呂
冒
‐
宮
騨
ご
農
笛
）
と
い
う
注
目
に
値
す
る
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
琉
伽
論
』
以
前
に
成
立
し
た
『
方
便
心
論
』
や
「
解
深
密
経
』
の
中
に
、
か
な
り
進
歩
し
た
初
期
の
論
理
学
的
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
現
量
の
中
に
世
間
・
清
浄
と
い
う
よ
う
な
分
類
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
『
琉
伽
論
』
の
現

量
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
に
お
け
る
直
接
知
覚
（
胃
騨
ご
己
搦
騨
）
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

七
因
明
で
は
現
量
は
、
論
の
所
依
と
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
因
明
の
成
立
す
る
要
素
で
あ
る
論
所
依
（
乱
島
巳
烏
菩
自
陣
）
の
項
目
を
論

ず
る
と
こ
ろ
で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
論
所
依
は
所
立
（
、
目
ご
沙
）
と
能
立
（
い
且
冒
目
）
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
所
立
は

さ
ら
に
、
①
自
性
（
い
く
騨
冒
胃
騨
）
と
②
差
別
（
ぐ
腎
笹
）
に
分
か
れ
る
。
他
方
、
能
立
は
、
仙
立
宗
（
目
色
且
園
）
、
②
弁
因
言
の
目
）
、
⑧
引
嚥

（
屋
号
盲
〕
自
騨
》
身
稗
回
国
厨
）
、
側
同
類
（
の
習
弓
制
）
、
⑤
異
類
（
ぐ
四
目
ご
Ｐ
）
、
⑥
現
量
（
冒
煙
ご
昌
搦
四
）
、
切
比
量
（
自
匡
日
目
四
）
、
⑧
正
教
量

（
苔
薗
唱
昌
幽
）
の
八
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
現
量
、
比
量
、
正
教
量
と
い
う
認
識
手
段
は
、
推
論
式
と
の
関
係
で
説
か
れ
て
い

る
。
こ
の
点
、
冒
昌
冨
冨
四
（
直
接
知
覚
）
、
騨
口
屋
白
目
四
（
推
理
）
、
巨
冒
冒
曾
Ｐ
（
比
定
）
、
３
目
色
（
証
言
）
を
百
四
日
目
色
（
認
識
手

段
）
と
し
て
一
つ
の
節
に
ま
と
め
て
論
述
す
る
『
’
一
ヤ
ー
ャ
・
ス
ー
ト
ラ
』
と
は
異
な
る
論
述
方
法
を
「
琉
伽
論
』
は
採
用
し
て
い
る
。

６

『
聡
伽
論
』
で
は
現
量
（
酒
曾
与
巴
息
騨
）
、
す
な
わ
ち
直
接
知
覚
は
三
種
に
分
類
さ
れ
て
説
か
れ
て
い
る
。
①
「
非
不
現
見
」
（
鱒
ぐ
ざ
胃
○
庸
騨
）
、

②
「
非
已
思
応
思
」
（
目
：
耳
目
§
‐
目
：
ご
目
冨
）
、
③
「
非
錯
乱
境
界
」
（
湧
く
旨
〕
国
回
国
）
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
、
三
種
の
現
量
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
現
量
に
あ
ら
ざ
る
知
覚
を
三
つ
に
分
け
て
、
そ
の
三
点
か
ら
現
量
そ
の
も
の
を
定
義
づ
け
よ
う
と
し
た
分
類

で
坐
め
る
。

「
非
不
現
見
」
｜
と
は
、
比
量
（
推
理
）
ま
た
は
正
教
量
と
は
異
な
り
、
対
象
を
直
接
的
に
知
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
諸
３

第
二
節
現
量



根
壊
せ
ず
（
眉
目
自
冒
目
）
、
す
な
わ
ち
感
官
に
欠
陥
が
な
く
、
作
意
（
目
騨
目
”
冒
国
）
が
現
起
し
て
（
胃
“
辱
冒
ｇ
ｍ
昌
冨
）
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
条
件
を
も
と
に
、
さ
ら
に
四
条
件
が
説
か
れ
て
い
る
。

㈲
相
似
生
（
騨
口
員
号
ｏ
ｇ
騨
昌
）
。
相
似
し
て
生
ず
る
と
は
、
欲
界
の
感
官
は
欲
界
の
対
象
に
お
い
て
、
色
界
、
無
色
界
の
感
官
は
色
界
、

無
色
界
の
対
象
に
お
い
て
、
過
去
、
現
在
、
未
来
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
対
応
し
て
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

⑧
超
越
生
（
ぃ
四
目
島
胃
沙
日
。
ｇ
鼻
ｇ
ｏ
超
越
し
て
生
ず
る
と
は
、
上
地
の
感
官
が
下
地
の
対
象
に
お
い
て
、
過
去
、
現
在
、
未
来
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
に
対
応
し
て
は
た
ら
く
こ
と
で
あ
る
。

⑥
無
障
礪
（
自
習
胃
妙
目
）
。
こ
れ
は
、
③
覆
障
（
沙
く
“
８
５
８
昌
制
‐
妙
ぐ
胃
自
国
）
の
所
砿
、
す
な
わ
ち
黒
暗
、
無
明
暗
、
不
澄
清
色
暗
に
覆
障

さ
れ
る
こ
と
。
⑥
隠
障
（
目
菌
『
目
劉
目
目
煙
‐
曽
胃
ｇ
津
）
の
所
礎
、
す
な
わ
ち
薬
草
の
力
、
呪
術
の
力
、
神
通
の
力
に
隠
障
さ
れ
る
こ
と
。

⑥
映
障
（
号
冒
９
国
ぐ
四
目
圏
‐
画
く
胃
ｇ
Ｐ
）
の
所
磯
、
す
な
わ
ち
少
な
い
物
が
多
い
物
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
小
さ
い
物
が
大
き
い
物
の
た
め
に

映
奪
さ
れ
る
場
合
で
、
飲
食
中
の
薬
、
毛
の
端
が
多
く
の
食
物
の
た
め
に
、
小
光
が
大
光
に
映
ぜ
ら
れ
て
知
覚
で
き
な
か
っ
た
り
、
不
浄

の
作
意
が
浄
相
を
映
奪
す
る
な
ど
で
あ
る
。
④
惑
障
（
の
煙
日
日
。
富
昌
冒
‐
習
胃
四
目
）
の
所
曝
、
す
な
わ
ち
幻
化
の
所
作
、
色
相
の
殊
勝
、
相

似
、
目
眩
、
惜
夢
、
悶
酔
、
放
逸
、
顛
狂
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
四
種
の
障
礪
が
な
い
と
き
対
象
を
直
接
知
覚
す
る
こ
と
が

似
、
目
叫

で
き
る
。

⑪
非
極
遠
言
ぐ
骨
農
自
認
）
。
こ
れ
は
、
知
覚
の
対
象
が
遠
方
に
あ
る
処
極
遠
（
号
３
‐
ぐ
首
巴
目
租
）
、
時
間
的
に
離
れ
て
い
る
時
極
遠

（
圃
旨
‐
ぐ
菅
鼻
胃
笛
）
、
微
少
の
た
め
に
確
実
に
知
覚
で
き
な
い
損
減
極
遠
（
騨
冨
。
葛
塑
‐
ぐ
ざ
国
冨
励
曾
）
の
三
種
の
極
遠
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
直
接
知
覚
が
成
立
す
る
。

以
上
が
、
現
量
が
生
ず
る
た
め
の
「
非
不
現
見
」
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
㈲
相
似
生
と
⑧
超
越
生
と
は
、
欲
、
色
、
無
色
の
三
界
に
お
け

る
感
官
と
対
象
と
の
知
覚
に
つ
い
て
の
条
件
で
あ
る
。
⑥
無
障
凝
と
⑪
非
極
遠
と
は
、
対
象
が
正
し
く
知
覚
さ
れ
る
場
合
の
条
件
で
あ
る
。

次
に
、
現
量
の
分
類
の
う
ち
の
⑨
「
非
已
思
応
思
」
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
已
に
思
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
応
に
思
う
べ
き
で
な
い
現
量

4



境
」
と
は
、
そ
の
対
象
が
品

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

と
は
、
過
去
、
未
来
に
、
思
惟
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
に
か
か
わ
る
直
観
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
二
種
に
分
け
ら
れ
て
論

述
さ
れ
て
い
る
。
凶
「
綾
に
取
れ
ば
便
ち
取
る
所
依
と
成
る
境
」
と
⑧
「
境
界
を
建
立
し
て
取
る
所
依
の
境
」
と
で
あ
る
。

｜
‐
繕
に
取
れ
ば
便
ち
取
る
所
依
と
成
る
境
」
の
う
ち
「
纒
に
取
る
」
と
は
知
覚
す
る
そ
の
瞬
間
の
意
味
で
あ
る
。
「
取
の
所
依
と
成
る

境
」
と
は
、
そ
の
対
象
が
知
覚
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
量
に
つ
い
て
、
名
医
が
病
人
に
薬
を
与
え
る
例
を
あ
げ
て

こ
れ
に
つ
い
て
宇
井
伯
寿
博
士
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

「
病
者
が
其
薬
の
色
香
味
触
を
感
覚
す
れ
ば
其
瞬
間
薬
は
現
量
の
境
即
ち
取
の
所
依
止
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
已
思

惟
に
も
応
思
惟
に
も
属
す
る
の
で
な
い
か
ら
感
覚
は
ま
さ
し
く
現
量
で
あ
る
。
そ
し
て
其
薬
の
効
能
を
知
り
而
も
病
の
猶
未
だ
癒
せ

ら
れ
な
い
問
は
其
薬
に
よ
っ
て
癒
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
惟
す
る
か
ら
こ
れ
応
思
で
あ
り
、
又
病
が
癒
せ
ら
れ
終
っ
た
時
に
は
其

薬
に
よ
っ
て
癒
せ
ら
れ
た
と
思
惟
す
る
か
ら
こ
れ
已
思
で
あ
り
、
応
思
已
思
の
境
は
現
量
の
境
の
体
で
な
く
、
応
思
已
思
も
亦
勿
論

⑥

現
量
で
は
な
い
。
」

「
非
已
思
応
思
」
の
現
量
を
、
も
し
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
病
人
が
薬
の
色
香
味
触
を
感
覚
す
れ
ば
其
瞬
間
薬
は
現
量
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
と
は
、
先
に
考
察
し
た
「
非
不
現
見
」
、
す
な
わ
ち
知
覚
の
直
観
性
と
全
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
病
気

が
ま
だ
癒
せ
ら
れ
な
い
間
は
、
こ
の
薬
に
よ
っ
て
癒
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
薬
の
効
能
を
思
惟
す
る
こ
と
が
「
応
思
」
で
あ
る
。
病
気

が
癒
せ
ら
れ
た
時
に
、
こ
の
薬
に
よ
っ
て
癒
せ
ら
れ
た
と
、
薬
の
効
能
を
思
惟
す
る
こ
と
が
「
已
思
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
已
思
」

や
「
応
思
」
と
同
じ
よ
う
に
、
現
在
の
一
瞬
に
お
け
る
薬
の
効
能
に
対
す
る
思
惟
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
名
医
が
与
え
る
効
能
の
あ
る
薬

「
猶
如
下
良
医
授
二
病
者
薬
寺
色
香
味
触
。
皆
悉
円
満
。
有
二
大
勢
力
元
成
中
熟
威
徳
煙
当
レ
知
此
薬
色
香
味
触
。
綜
取
便
成
二
取
所
依
止
『

薬
之
所
有
大
勢
威
徳
。
病
若
未
し
愈
名
為
二
応
田
堂
其
病
若
愈
名
為
二
已
田
堂
如
レ
是
等
類
。
名
二
纒
取
便
成
取
所
依
境
ご
（
大
正
三
○
、

三
五
七
ｂ
）
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の
色
香
味
触
を
感
覚
す
る
だ
け
で
、
た
だ
ち
に
そ
の
薬
の
効
能
を
思
惟
し
、
そ
の
病
人
の
病
気
が
癒
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
に
な
る
こ
と
６

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
縦
に
取
れ
ば
便
ち
取
る
所
依
と
成
る
境
」
と
は
、
知
覚
す
る
そ
の
瞬
間
に
思
惟
の
対
象
が
現
量
の
対
象
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
医
の
薬
を
見
る
だ
け
で
、
こ
の
薬
の
効
能
が
直
観
的
に
感
じ
ら
れ
、
実
際
に
癒
せ
ら
れ
た
気
持

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
已
思
で
も
応
思
で
も
な
い
現
量
で
あ
る
。

「
非
已
思
応
思
」
の
⑧
「
境
界
を
建
立
し
て
取
る
所
依
の
境
」
と
は
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
知
覚
で
あ
る
。
ヨ
ー
ガ
行
者
が
地
に
住
し
な
が

ら
水
界
、
火
界
、
風
界
を
思
惟
す
る
場
合
で
あ
る
。
地
に
住
し
て
水
を
思
惟
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
、
地
に
住
す
る
想
を
転
じ
て
水
想
を
作

す
の
で
あ
る
。
地
に
住
し
て
火
風
を
思
惟
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
、
地
に
住
す
る
想
を
転
じ
て
火
風
の
想
を
作
す
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

地
想
と
は
、
「
境
界
を
建
立
し
て
取
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
と
は
、
「
境
界
を
建
立
し
て
取
る
所
依
」
で
あ
る
。
地
に
住
す
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
水
、
火
、
風
に
住
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ガ
行
者
が
地
想
を
観
じ
、
そ
こ
か
ら
水
想
を
作
し
た
り
す

る
が
、
水
想
は
応
思
と
已
思
、
す
な
わ
ち
過
去
と
未
来
の
思
惟
で
は
な
く
、
現
在
の
直
観
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ガ
行
者
が
瞑
想
に

入
っ
て
、
自
由
自
在
に
対
象
を
知
覚
す
る
の
は
現
量
で
あ
る
。

三
種
に
分
類
さ
れ
た
現
量
の
定
義
の
う
ち
③
「
非
錯
乱
境
界
」
（
陣
く
ぎ
耳
目
国
）
と
は
、
五
種
あ
る
い
は
七
種
の
錯
乱
の
境
界
を
離
れ
て

い
る
現
量
で
あ
る
。
五
種
の
錯
乱
と
は
、
想
錯
乱
（
ぃ
色
且
目
‐
９
３
冒
邑
、
数
錯
乱
（
“
騨
昌
］
白
く
凶
‐
ｇ
昌
昌
ｇ
、
形
錯
乱
（
笛
目
昏
曽
騨
‐
匡
貝
習
匡
）
、

顕
錯
乱
（
ぐ
胃
目
‐
９
３
目
）
、
業
錯
乱
（
冨
尉
日
“
‐
目
働
昌
巳
で
あ
る
。
想
錯
乱
と
は
、
そ
の
相
で
は
な
い
も
の
に
対
し
て
そ
の
相
の
想
を
起
す

こ
と
で
、
陽
焔
に
対
し
て
水
で
あ
る
と
い
う
想
を
起
す
場
合
な
ど
で
あ
る
。
数
錯
乱
と
は
、
眼
病
の
者
が
、
一
つ
の
月
を
見
て
二
つ
の
月

で
あ
る
と
思
う
よ
う
に
数
に
つ
い
て
の
誤
認
で
あ
る
。
形
錯
乱
と
は
、
旋
火
に
対
し
て
火
の
輪
形
で
あ
る
と
見
る
よ
う
に
、
形
に
関
す
る

誤
認
で
あ
る
。
顕
錯
乱
と
は
、
迦
末
羅
（
冨
目
騨
国
）
病
に
よ
っ
て
眼
感
官
が
正
常
に
は
た
ら
か
ず
、
黄
色
で
な
い
も
の
に
対
し
て
黄
色
で
あ

る
と
見
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
業
錯
乱
と
は
、
不
動
の
物
に
対
し
て
動
い
て
い
る
と
誤
認
す
る
こ
と
で
、
走
る
舟
に
乗
っ
て
い
る
者
が

岸
の
樹
木
が
走
る
と
見
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。



『
琉
伽
論
』
で
は
現
量
に
つ
い
て
の
論
述
が
終
る
と
、
そ
の
現
量
を
色
根
現
量
（
Ｈ
ｇ
目
冒
号
ご
画
‐
冒
沙
ご
騨
嚴
夢
）
、
意
受
現
量
（
日
自
○
目
‐

菖
騨
ぐ
四
‐
冒
騨
ご
曽
爾
秒
）
、
世
間
現
量
（
一
○
富
‐
甘
騨
ご
Ｐ
庸
騨
）
、
清
浄
現
量
（
皆
呂
冒
‐
冒
且
国
冨
煙
）
の
四
種
に
分
類
す
る
。

色
根
現
量
と
は
五
色
根
に
よ
る
直
接
知
覚
で
あ
り
、
意
受
現
量
と
は
意
根
に
よ
る
直
接
知
覚
で
あ
る
。
す
で
に
説
い
た
現
量
の
定
義
の

う
ち
の
「
非
已
思
応
思
」
は
、
意
受
現
量
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
五
種
の
錯
乱
に
心
錯
乱
（
昌
薗
‐
ｇ
風
呂
）
と
見
錯
乱
（
身
豊
ｉ
ｇ
風
呂
）
と
を
加
え
た
も
の
が
七
種
の
錯
乱
で
あ
る
。
心
錯
乱
と
は
、

以
上
五
種
の
錯
乱
に
よ
っ
て
誤
認
し
た
も
の
に
対
し
て
心
に
喜
び
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
見
錯
乱
と
は
、
以
上
五
種
の
錯
乱
し
た
も
の

に
対
し
て
、
そ
れ
を
承
認
し
、
そ
れ
に
堅
執
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
非
錯
乱
境
界
」
と
は
、
以
上
の
錯
乱
を
離
れ
た
現
量
で
あ
る
。

以
上
、
「
非
不
現
見
」
、
「
非
已
思
応
思
」
、
「
非
錯
乱
境
界
」
の
三
点
か
ら
「
琉
伽
論
』
に
説
か
れ
る
現
量
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
非
不
現

見
」
は
、
現
量
が
生
ず
る
た
め
の
条
件
を
、
認
識
主
体
、
感
官
に
か
か
わ
る
内
的
な
必
要
条
件
と
、
並
び
に
認
識
対
象
に
関
す
る
外
的
な

条
件
と
に
分
け
て
論
じ
、
現
量
の
直
接
知
覚
性
を
述
べ
て
い
る
。
「
非
錯
乱
境
界
」
は
、
具
体
的
に
対
象
を
誤
認
す
る
場
合
に
つ
い
て
説

き
、
そ
れ
を
離
れ
た
知
覚
が
現
量
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
非
已
思
応
思
」
は
、
多
少
性
格
の
異
な
る
現
量
で
あ
る
。

過
去
、
未
来
に
関
係
す
る
思
惟
で
は
な
く
、
現
在
の
一
瞬
に
お
け
る
直
観
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
が
、
そ
の
対
象
は
、
わ
れ
わ
れ

の
知
覚
と
は
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
名
医
が
与
え
る
薬
を
見
て
病
人
が
薬
の
効
能
を
直
観
し
た
り
、
ヨ
ー
ガ
行
者
が
瞑
想
に
入
っ
て

自
由
自
在
に
対
象
を
直
観
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
現
前
の
対
象
を
知
覚
す
る
場
合
と
そ
の
性
格
は
異
質
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
琉
伽
論
』
に
お
け
る
現
量
と
は
、
推
理
と
は
異
な
る
現
在
一
瞬
の
知
覚
で
あ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
以
後
、
現
量
と
は
概
念

知
を
含
ま
な
い
知
覚
を
言
う
け
れ
ど
も
、
『
礒
伽
論
』
に
お
い
て
は
現
量
は
概
念
知
を
含
む
知
覚
で
あ
る
。

第
三
節
世
間
現
量
、
清
浄
現
量

７



世
間
現
量
、
清
浄
現
量
は
、
現
量
に
つ
い
て
の
、
↓
世
間
、
↓
出
世
間
と
い
う
方
面
か
ら
の
分
類
で
あ
る
。
世
間
現
量
に
は
、
色
根
現
量
、

⑦

意
受
現
量
が
含
ま
れ
る
。
清
浄
現
量
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

↑
「
清
浄
現
量
者
。
謂
諸
所
有
世
間
現
量
。
亦
得
三
名
為
二
清
浄
現
三
昊
或
有
二
清
浄
現
自
專
非
二
世
問
現
旦
呈
謂
出
世
智
於
二
所
行
境
記

有
知
為
し
有
。
無
知
為
し
無
。
有
上
知
二
有
上
記
無
上
知
二
無
上
兎
如
レ
是
等
類
。
名
二
不
共
世
間
清
浄
現
量
一
」
（
大
正
三
○
、
三
五
七
ｃ
）

こ
の
部
分
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
影
印
北
京
版
一
○
九
巻
三
○
○
’
二
）
は
漢
訳
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き

る
。
す
な
わ
ち
清
浄
現
量
と
は
、
仙
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
の
場
合
、
あ
る
い
は
、
②
出
世
間
智
（
ざ
冒
茸
胃
沙
‐
甘
胃
。
）
の
知
覚
、
す
な
わ

ち
不
共
世
間
清
浄
現
量
の
場
合
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
清
浄
現
量
に
は
共
世
間
、
不
共
世
間
の
二
種
が
あ
る
。

共
世
間
と
し
て
の
清
浄
現
量
、
す
な
わ
ち
仙
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
と
は
、
如
何
な
る
知
覚
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
論
述
し

た
よ
う
に
、
現
量
の
う
ち
の
「
非
已
思
応
思
」
は
二
種
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
㈲
「
線
に
取
れ
ば
便
ち
取
る
所
依
と
成
る
境
」
と
⑧
「
境

界
を
建
立
し
て
取
る
所
依
の
境
」
と
で
あ
る
。
㈹
の
場
合
と
し
て
名
医
が
病
人
に
効
能
の
あ
る
薬
を
与
え
る
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

名
医
の
薬
を
病
人
が
見
た
だ
け
で
、
そ
の
瞬
間
《
そ
の
薬
の
効
能
を
知
覚
す
る
現
量
で
あ
る
。
名
医
の
与
え
た
薬
を
見
て
、
そ
の
効
能
を

知
覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
種
の
心
理
的
連
想
で
あ
る
が
、
現
在
の
瞬
間
に
お
い
て
薬
の
効
能
を
直
接
経
験
す
る
か
ら
現
量
で
あ
る
と

呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
眼
の
前
に
あ
る
火
や
水
を
知
覚
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
特
殊
な
知
覚
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
薬
の
効
能
を
対
象

と
す
る
の
は
意
感
官
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
．
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
知
覚
は
、
五
感
官
に
よ
る
知
覚
と
異
な
り
、
出
世
問
的
で
あ

り
、
清
浄
現
量
の
中
に
含
ま
れ
る
。

「
非
已
思
応
思
」
の
⑧
「
境
界
を
建
立
し
て
取
る
所
依
の
境
」
と
は
、
地
の
瞑
想
を
転
じ
て
水
界
、
火
界
、
風
界
を
思
惟
す
る
ヨ
ー
ガ

行
者
の
現
量
で
あ
る
。
三
昧
に
入
っ
て
知
覚
す
る
ヨ
ー
ガ
行
者
の
現
量
は
、
現
前
の
対
象
を
知
覚
す
る
現
量
と
は
異
な
り
、
特
殊
な
現
量

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
出
世
間
的
な
清
浄
現
量
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
清
浄
現
量
が
仙
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
の
場
合
へ
と
は
、
「
非
已
思
応
思
」
の
う
ち
の
二
種
の
現
量
が
含
ま
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前
者
す
な
わ
ち
第
七
十
八
巻
、
「
摂
決
択
分
中
菩
薩
地
」
の
七
（
大
正
三
○
、
七
三
四
ｃ
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
世
間
現
量
は
、
如
来
の
言

音
（
経
律
論
）
の
う
ち
の
論
蔵
す
な
わ
ち
本
母
（
日
弾
鴬
己
に
関
係
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

⑧
⑨

論
蔵
は
十
一
種
の
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
が
、
み
て
の
う
ち
の
第
四
の
条
件
で
あ
る
行
相
と
は
、
．
｜
八
行
観
を
宣
説
す
る
こ
と
で
あ
る
。
八

巻
（
大
正
三
○
、
八
三
四
ａ
）
で
あ
る
。

れ
る
。
こ
れ
ら
二
種
は
、
特
殊
な
現
量
で
あ
り
、
清
浄
現
量
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

清
浄
現
量
に
つ
い
て
の
第
二
の
解
釈
は
、
②
出
世
間
智
の
知
覚
、
す
な
わ
ち
不
共
世
間
清
浄
現
量
の
場
合
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う

に
、
『
琉
伽
論
』
で
は
、
出
世
間
智
と
は
、
所
行
の
境
に
お
い
て
有
を
知
っ
て
有
と
為
し
、
無
を
知
っ
て
無
と
為
し
、
有
上
を
有
上
と
知

り
、
無
上
を
無
上
と
知
る
知
見
で
あ
り
、
そ
れ
は
不
共
世
間
清
浄
現
量
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
有
を
知
っ
て
有
と
為
し
、
無
を
知
っ

て
無
と
為
し
云
々
と
い
う
出
世
間
智
と
は
、
如
実
知
見
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
清
浄
現
量
と
は
、
如
実
知
見
と
し
て
の
出
世
間
智
で
あ
る
。

『
琉
伽
論
』
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
修
行
体
系
が
主
な
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
如
実
知
見
と
し
て
の
清
浄
現

量
も
、
ヨ
Ｉ
ガ
行
者
の
修
行
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
行
の
境
に
お
い
て
有
を
知
っ
て
有
と
為
し
云
々
と
い

う
如
実
知
見
は
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
出
世
間
智
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
共
世
間
現
量
で
あ
る
か
ら
、
高
い
修
行
段
階

に
お
い
て
得
ら
れ
る
出
世
間
的
な
知
見
で
あ
る
。
『
瑞
伽
論
』
に
は
具
体
的
に
如
実
知
見
と
し
て
の
清
浄
現
量
が
修
行
体
系
の
ど
の
段
階

で
得
ら
れ
る
の
か
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
、
‐
少
く
と
も
預
流
の
位
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
清
浄
現
量
と
は
ヨ
ー
ガ

行
者
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
出
世
間
的
な
如
実
知
見
で
あ
る
。

す
で
に
考
察
し
た
『
琉
伽
論
』
第
十
五
巻
、
本
地
分
十
七
地
の
「
聞
所
成
地
第
十
」
の
三
に
説
か
れ
る
現
量
の
ほ
か
に
、
『
琉
伽
論
』

に
お
い
て
世
間
現
量
と
い
う
語
は
次
の
二
ケ
所
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
七
十
八
巻
（
大
正
三
○
、
七
三
四
ｃ
）
、
な
ら
び
に
第
九
十
四

第
四
節
世
間
現
量
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と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
因
果
関
係
に
お
け
る
確
認
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
道
理
で
あ
る
。

証
成
道
理
は
ま
た
、
清
浄
と
不
清
浄
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
清
浄
は
、
五
種
の
相
（
現
見
所
得
の
相
、
依
止
現
見
所
得
の
相

自
類
臂
嚥
所
引
の
相
、
円
成
実
の
相
、
善
清
浄
な
る
言
教
の
相
）
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
現
見
所
得
の
相
に
つ
い
て
の

所
説
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
す
る
世
間
現
量
が
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
現
見
所
得
相
者
。
謂
一
切
行
皆
無
常
性
。
一
切
行
皆
是
苦
性
。
一
切
法
皆
無
我
性
。
此
為
二
世
間
現
量
所
Ｐ
得
。
如
レ
是
等
類
。
是

名
一
現
見
所
得
相
ご
（
大
正
三
○
、
七
三
四
ｃ
）

す
な
わ
ち
、
一
切
行
が
無
常
で
あ
り
、
苦
で
あ
る
こ
と
、
一
切
法
が
無
我
で
あ
る
こ
と
は
、
世
間
現
量
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
。
こ
れ

を
現
見
所
得
の
相
と
い
う
。
こ
れ
が
清
浄
な
る
証
成
道
理
で
あ
る
。

諸
法
の
無
常
、
苦
、
無
我
と
は
、
一
切
万
有
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
法
則
で
あ
り
、
仏
教
の
根
本
真
理
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
覚
す
る
現
量

と
は
、
世
間
的
な
段
階
に
お
け
る
知
覚
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
仏
教
の
根
本
真
理
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
事
物
を
対
象
に
す

る
通
常
の
世
間
現
量
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
世
間
現
量
で
あ
り
な
が
ら
、
根
本
真
理
を
対
象
に
す
る
清
浄
な
る
知
覚
で
あ
る
。

『
琉
伽
論
』
に
お
い
て
世
間
現
量
に
言
及
す
る
後
者
す
な
わ
ち
第
九
十
四
巻
、
「
摂
事
分
中
契
経
事
縁
起
食
諦
界
択
摂
第
三
」
の
二
（
大

正
三
○
、
八
三
四
ａ
）
に
お
い
て
は
、
世
間
現
量
は
縁
起
の
触
と
の
関
係
で
説
か
れ
て
い
る
。

縁
起
に
お
い
て
触
は
受
が
あ
る
に
縁
っ
て
あ
る
、
と
い
う
仏
教
の
立
場
に
対
し
、
無
因
、
悪
因
論
を
説
く
沙
門
あ
る
い
は
、
ハ
ラ
モ
ン
が

行
観
の
う
ち
の
第
七
は
道
理
で
あ
り
、
も
の
ご
と
が
存
在
し
変
化
す
る
場
合
の
道
理
、
法
則
の
こ
と
で
あ
る
。
道
理
は
ま
た
、
の
観
待
道

⑩

理
、
③
作
用
道
理
、
⑥
証
成
道
理
、
側
法
爾
道
理
の
四
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
証
成
道
理
と
は
、

「
証
成
道
理
者
。
謂
若
因
若
縁
能
令
三
所
し
立
所
レ
説
所
し
標
義
得
二
成
立
記
令
二
正
覚
悟
元
如
レ
是
名
為
二
証
成
道
理
ご
（
大
正
三
○
、
七
三

匹
Ｃ
）
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す
な
わ
ち
、
仙
根
境
識
の
合
と
い
う
縁
起
の
道
理
を
除
い
て
余
の
作
者
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
⑨
一
切
の
世
間
現
量
が
如
理
に
知

覚
す
る
触
の
因
縁
を
誹
擬
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
一
切
世
間
現
量
」
は
、
一
切
の
世
間
現
量
と
い
う
解
釈
の
ほ

か
に
、
一
切
世
間
の
現
量
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
世
間
現
量
、
あ
る
い
は
世
間
に
お
け
る
現
量
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
出

世
間
的
な
如
実
知
見
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
、
一
切
の
世
間
現
量
、
あ
る
い
は
一
切
世
間
に
お
け
る
現
量
と
は
、
単
な
る
世
間
的
な
事
物
の
直
観
で
は

な
く
、
触
は
受
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
縁
起
の
道
理
を
如
実
に
認
識
す
る
知
覚
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
仏
教
真
理
を
如
実

に
知
る
世
間
的
な
知
覚
で
あ
る
。
迷
い
の
生
存
を
離
れ
た
出
世
間
的
な
如
実
知
見
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
世
間
的
な
段
階
に
お
け
る
仏

教
真
理
の
知
覚
が
世
間
現
量
、
あ
る
い
は
世
間
に
お
け
る
現
量
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
縁
起
の
道
理
を
知
る
こ
の
よ
う

な
現
量
は
、
仏
教
真
理
を
対
象
に
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
般
的
な
事
物
を
対
象
に
す
る
現
量
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
、
単
な
る
世
間
的
な
現
量
で
は
な
く
、
清
浄
な
る
現
量
と
呼
ん
で
も
よ
い
内
容
を
も
っ
た
知
覚
で
あ
る
。

あ
る
。
そ
の
よ
う
に
説
く
沙
門
あ
る
い
は
寺
ハ
ラ
モ
ン
に
対
し
て
、
、
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
は
縁
起
生
と
い
う
仏
教
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
自

作
、
他
作
、
倶
、
非
倶
作
、
無
因
に
し
て
生
ず
る
、
と
主
張
し
て
、
触
に
つ
い
て
も
受
に
縁
る
と
考
え
ず
、
余
の
因
を
求
め
る
沙
門
あ
る

い
は
ゞ
ハ
ラ
モ
ン
に
対
し
、
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
は
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
推
伏
す
る
。

．
者
除
二
唯
根
境
識
合
元
不
し
能
し
顕
。
示
余
作
者
一
故
。
二
者
不
し
能
し
誹
ゴ
擬
一
切
世
間
現
量
如
理
所
し
得
触
因
縁
一
故
。
」
（
大
正
三
○
、

以
上
、
『
琉
伽
論
』
第
七
十
八
巻
、
な
ら
び
に
第
九
十
四
巻
に
見
出
さ
れ
る
世
間
現
量
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
前
者
に
お
い
て
は
、

諸
法
の
無
常
、
苦
、
無
我
と
い
う
仏
教
真
理
は
世
間
現
量
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
仏
教
の
根
本
真
理
を

対
象
に
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
通
常
の
知
覚
と
区
別
し
て
、
そ
れ
は
清
浄
な
る
現
量
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。

「
一
者
除

八
三
四
ａ
）

す
な
わ
ち
、
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後
者
に
お
い
て
は
、
縁
起
の
道
理
を
如
実
に
認
識
す
る
知
覚
が
世
間
現
量
、
あ
る
い
は
世
間
に
お
け
る
現
量
で
あ
る
。
諸
法
の
無
常
、

苦
、
無
我
と
は
、
縁
起
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
、
前
者
の
世
間
現
量
も
後
者
の
世
間
現
量
も
、
伺
じ
仏
教
真
理
を
対
象
に
す
る
知
覚
で

あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
両
者
と
も
清
浄
な
る
現
量
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
知
覚
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
迷
い
の
生
存
を
離
れ
た

出
世
間
的
な
如
実
知
見
と
は
区
別
さ
れ
、
世
間
的
な
段
階
に
お
け
る
現
量
で
あ
る
。

前
節
に
お
い
て
『
琉
伽
論
』
第
十
五
巻
（
大
正
三
○
、
三
五
七
ｃ
）
に
説
か
れ
る
世
間
現
量
、
清
浄
現
量
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
こ

に
お
い
て
、
世
間
現
量
に
は
色
根
現
量
、
意
受
現
量
の
二
種
が
含
ま
れ
、
清
浄
現
量
に
は
へ
い
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
の
場
合
、
②
出
世

間
智
の
知
覚
、
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
し
て
い
る
仏
教
真
理
を
知
覚
す
る
世
間

現
量
は
、
そ
の
分
類
で
は
ど
れ
に
属
す
今
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。

問
題
と
す
る
世
間
現
量
は
、
出
世
間
的
な
如
実
知
見
で
は
な
い
か
ら
、
清
浄
現
量
の
う
ち
の
②
出
世
間
智
の
知
覚
に
属
す
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
世
間
現
量
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
仏
教
真
理
を
知
覚
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
清
浄
な
る
現
量

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
清
浄
現
量
が
仙
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
の
場
合
に
属
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
清
浄
現
量
が
諸
の
所
有
る
世
間
現
量
の
場
合
と
は
、
意
感
官
に
よ
る
知
覚
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
真
理
を
対
象
と
す
る
世
間
現
量

も
意
感
官
に
よ
る
知
覚
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
↑

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
琉
伽
論
』
に
お
い
て
清
浄
現
量
に
は
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
第
一
は
、
「
非
已
思
応
思
」
の
現
量
で
あ
り
、

名
医
の
薬
を
見
て
そ
の
効
能
を
知
覚
す
る
場
合
、
並
び
に
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
三
昧
に
お
け
る
自
由
自
在
な
る
知
覚
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

世
間
的
な
段
階
の
知
覚
で
あ
る
か
ら
世
間
現
量
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
意
感
官
に
よ
る
特
殊
な
知
覚
で
あ
る
か
ら
清
浄
現
量
と
し

て
解
釈
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
仏
教
真
理
を
知
覚
す
る
世
間
現
量
も
こ
こ
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
浄
現
量
の
第
二
の
解
釈
は
、
ヨ
ー

第
五
節
『
玲
伽
論
」
の
現
量
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
直
接
知
覚
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『
琉
伽
論
』
に
説
か
れ
る
世
間
現
量
、
清
浄
現
量
と
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
直
接
知
覚
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
類
似
性
に
驚
か
さ
れ
る
。

ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
直
接
知
覚
を
出
世
間
的
直
接
知
覚
（
騨
宙
匡
巨
β
、
冒
房
ご
鱒
）
と
世
間
的
直
接
知
覚
（
出
目
ぐ
樹
く
騨
目
凰
慰
）
と
に
分
け
る
。
前

者
は
雨
ｄ
巴
四
（
完
全
智
）
、
目
四
口
農
園
ｑ
匂
い
（
他
心
智
）
、
ゆ
く
且
宮
（
超
直
観
智
）
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
い
て
直
接
知
覚
に
出

世
間
と
世
間
と
の
二
種
を
含
め
る
新
し
い
論
理
学
体
系
を
作
っ
た
と
き
、
仏
教
の
現
量
が
そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

推
定
さ
れ
る
が
、
『
瑞
伽
論
』
に
お
け
る
現
量
は
、
そ
の
推
定
を
裏
づ
け
る
一
つ
の
資
料
で
あ
る
・
・
・

ガ
行
者
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
出
世
間
的
な
如
実
知
見
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
を
も
と
に
し
て
、
『
琉
伽
論
』
に
お
け
る
四
種
の
現
量
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
現
量
は
、
五
色

根
に
よ
る
知
覚
と
し
て
の
色
根
現
量
、
意
根
に
よ
る
知
覚
と
し
て
の
意
受
現
量
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
感
官
を
も
と
に
し
た
現
量
の

分
類
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
現
量
を
世
間
、
清
浄
と
い
う
知
覚
の
内
容
か
ら
分
類
さ
れ
る
。
色
根
現
量
と
意
根
現
量
と
を
世
間
現
量

に
含
め
る
。
清
浄
現
量
は
、
意
根
現
量
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
出
世
間
智
（
如
実
知
見
）
の
場
合
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
意
根
現

量
が
清
浄
現
量
に
な
る
場
合
に
は
、
世
間
現
量
は
色
根
現
量
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
清
浄
現
量
を
認
め
、
そ
こ
に
特
殊
な
現
量
、

ま
た
は
出
世
間
智
を
含
め
た
こ
と
は
注
目
す
、
へ
き
こ
と
で
あ
る
。

〔
解
釈
Ｊ
〕
色
根
現
量
ｌ
世
間
現
量
二

意
根
現
量
ｉ
清
浄
現
量
‐

〔
解
釈
Ｉ
〕
色
根
現
量
Ｉ
ｌ
Ｉ
世
間
現
量

①
宇
井
伯
寿
「
印
度
哲
学
研
究
』
第
五
所
収
「
陳
那
以
前
に
於
け
る
仏
教
の
論
理
説
」
一
九
二
九
、
『
仏
教
論
理
学
』
一
九
三
三
、
大
東
出
版
社
。

熊
霊
Ｈ
１
世
間
測
量

■

出
世
間
智
Ｉ
清
浄
現
量

（
如
実
知
見
）
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③⑦⑥⑤④③③
①
世
俗
の
相
、
②
勝
義
の
相
、
③
菩
提
分
法
所
縁
の
相
、
仙
行
相
、
⑤
自
性
の
相
、
⑥
果
相
、
⑦
領
受
開
示
の
相
、
⑧
障
礪
法
の
相
、
⑥
随
順
法

の
相
、
⑩
過
患
の
相
、
⑪
勝
利
の
相
。

⑨
①
諦
実
（
諸
法
の
真
如
、
③
安
住
（
補
特
伽
羅
の
安
立
、
諸
法
の
遍
計
所
執
の
自
性
の
安
立
、
一
向
と
分
別
と
反
問
と
置
記
と
の
安
立
、
隠
密

と
顕
了
と
の
記
別
の
差
別
の
安
立
）
、
③
過
失
（
諸
の
雑
染
法
に
無
量
の
門
の
差
別
の
過
患
あ
る
こ
と
の
宣
説
）
、
側
功
徳
（
諸
の
清
浄
法
に
無
量
の

門
の
差
別
の
勝
利
あ
る
こ
と
の
宣
説
）
、
⑤
理
趣
（
真
義
の
理
趣
、
証
得
の
理
趣
、
教
導
の
理
趣
、
二
辺
を
遠
離
す
る
理
趣
、
不
可
思
議
の
理
趣
、

意
趣
の
理
趣
）
、
⑥
流
転
（
三
世
、
三
有
為
相
、
四
種
の
縁
）
、
例
道
理
（
観
待
道
理
、
作
用
道
理
、
証
成
道
理
、
法
爾
道
理
）
、
⑧
総
別
（
最
初
に

ま
と
め
て
一
句
の
法
を
説
き
、
後
に
諸
句
に
分
け
て
説
く
こ
と
）
。

⑩
観
待
道
理
者
。
謂
若
因
若
縁
能
生
二
諸
行
や
及
起
二
随
説
記
如
レ
是
名
為
二
観
待
道
理
誼
作
用
道
理
者
。
謂
若
因
若
縁
能
得
二
諸
法
王
或
能
成
弁
或
復

生
已
作
二
諸
業
用
記
如
レ
是
名
為
二
作
用
道
理
記
（
大
正
三
○
、
七
三
四
Ｃ
）
法
爾
道
理
者
。
謂
如
来
出
世
若
不
二
出
世
記
法
性
安
住
。
法
住
二
法
界
記

是
名
二
法
爾
道
理
記
（
大
正
三
○
、
七
三
四
Ｃ
）

②
琶
⑦
ｘ
弓
昌
日
四
目
、
目
①
罰
昌
。
の
ｇ
ワ
①
９
９
陽
ｏ
８
境
目
侭
８
陦
目
咽
ゞ
］
ｏ
屋
昌
邑
昌
津
扁
皆
Ｈ
〕
日
甘
い
邑
○
：
画
冨
］
陣
）
（
〉
ぢ
ご
・
ぐ
巳
．
認
．
皿

ｚ
○
．
岸
胃
④
罰
酌

大
正
三
○
、
三
五
七
Ｃ

本
稿
で
は
、
と
く
に
梶
山
椎

大
正
三
○
、
三
五
七
ａ
‐
く
Ｃ

梶
山
雄
一
「
仏
教
知
識
論
の
形
成
」
『
講
座
・
大
乗
仏
教
９
認
識
論
と
論
理
学
』
（
春
秋
社
、
昭
和
五
九
年
）
所
収
。

本
稿
で
は
、
と
く
に
梶
山
雄
一
博
士
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
七
因
明
の
考
察
を
試
み
た
。

子
井
伯
寿
『
仏
教
論
理
学
」
一
三
○
頁
。


